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実り多かった夏休み中の学び
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夏休みは、自学自習に取り組む絶好の機会ですね。今年も多くの皆さんが科学振興展（いわゆる一研
究）や発明創意くふう展等、普段はできないことにじっくりと時間をかけて取り組んでくれました。
多目的室に展示しましたので見てくれた人もいると思います。保護者の皆さんも見に来てくれました
ね。いずれも素晴らしい研究、素晴らしい作品でしたね。

皆さん全員の研究や作品を紹介したいところですが、今日は６年生の友竹結大さんの研究を取り上
げたいと思います。結大さんは、「サイコロ一万回」～確率について～という研究に取り組みました。
２つのサイコロを振ると出た目の和は２から１２までになります。ある出た目の和になる確率は計算
で求められます。これを理論値といいますが、実際はどうなのか？ということをサイコロを１万回
振って確かめるという研究です。
これにたいしてゼンゾー先生（鈴木善三教諭）が以下のコメントを寄せています。

現代はとかく効率が求められます。「効率的」「スピード感」といった言葉に触れる機会がとても
多いように思います。要するに「最小の努力で最大の成果を生む」ことに価値があるという考え方で
しょう。結大さんの研究はこれとは正反対ですね。ゼンゾー先生のコメントにもありますが、「ゆっ
くり、じっくり、ていねいに」取り組んだ今回の研究はとても価値あるものだと思います。興味関心
を持ったことに没頭している時に学ぶ力は爆発的に高まります。
皆さんの取り組みとゼンゾー先生のコメントに触れて、はじめに紹介した村上春樹の言葉を思い出

しました。効率を求める前にこつこつと取り組む必要があるんですね。

校長 上野 修

これは本当にがんばりましたね。仮にサイコロを１回振って結果を記録する作業に５秒かかるとする
と、５（秒）×１０，０００（回）＝５０，０００（秒）→約８３３分→約１３．９時間 休みなく
やっても１４時間もかかります。１日３時間やったとしても５日間はサイコロをふっていたことになる
のですね。根気のいる研究に頭が下がります。校長先生も「すごい！」と職員室で褒めていました。そ
ういえば、結大さんは昨年度は果実中の種子の数に注目して実際にスイカやキウイフルーツの種子を数
えていましたね。先人が行なった 実験などをあとからその通りにやって確かめることを「追試」とい
いますが、「確率」のように理論的に計算できる数値について、実際にやってみてその数値になるかど
うかまで確認する人はどれだけいるでしょうか。「実際にやって確かめてみる」と、その過程で多くの
事柄に気づくだけでなく、理論の裏付けとなる「体験」をものにすることができます。むしろ、この
「体験」こそ重要なのです。大変だったと思いますが、とても価値ある研究になりました。



１０月１１月の主な行事予定 ※変更が生じる場合があります

柳谷沼 環境調査ボランティア

１０月    ２日（月） 保護者面談開始（１０日まで）
４日（水） 交通安全教室
８日（日） 町民スポーツ祭
９日（祝） スポーツの日
１１日（水） 特認校見学会
１３日（金） 全校遠足
１７日（火） ５年生宿泊学習（１８日まで）
１８日（水） ふれあい弁当
２０日（金） ３年生社会科見学
２７日（金） １、２年生校外学習

引き渡し訓練

流しゼリー

稲刈り体験

９月１日（金）、恒例の「流しぜりー」が行われ
ました。コロナ流行前は「流しそうめん」だったも
のです。これは、夏休み明けに子供達が登校す
る際に楽しみになるような行事を･･･ということで
企画されたものです。コロナを経て「流しゼリー」
となって３年目を迎えました。子供達は満面の
笑顔でゼリーを掬っていました。

行事の企画運営に携わっていただいたＰＴＡ
総務会の皆様に御礼申し上げます。

不審者対応訓練

１１月    １日（水） 彩の国教育の日
３日（祝） 文化の日 滑川まつり
７日（火） 菅谷班音楽会（４年生）
１１日（土） 授業参観日 芸術鑑賞会 学校運営協議会
１３日（月） 振替休業日（１１日）
１４日（火） 県民の日
１５日（水） ふれあい弁当
１６日（木） 修学旅行（１７日まで）
１８日（土） 資源回収
２２日（水） 就学時健康診断 ３時間授業
２３日（祝） 勤労感謝の日
２４日（金） JFAキッズプログラム（１～４年生）
２８日（火） 持久走記録会（１２月１日まで）
２９日（水） 授業研究会 ５時間授業
３０日（木） ピースキャラバン（平和学習）（３、４年生）
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